
第１１回鳥取市国民保護訓練
平成２９年１０月２９日（日） 9:00～11:00
鳥取市神戸地区（岩坪・上砂見集落及び神戸地区公民館）



平成２９年度鳥取市国民保護実動訓練計画

１ 目 的

国民保護事態における住民避難の実動訓練を通じて、鳥取市対策本部・現地対策部の指揮活動、神戸地区自主防災組織の

住民避難統制・支援活動実施状況及び両者の連携要領を確認し、活動の実効性を検証して事後の避難活動の資とする。

２ 日 時

平成２９年１０月２９日（日）午前９時～１１時（鳥取市対策本部・現地対策部は午前８時３０分から活動開始）

３ 場 所

鳥取市神戸地区（地区公民館：鳥取市下砂見752-1）及び鳥取市本庁舎

４ 訓練対象

①鳥取市対策本部・現地対策本部（基準：統括班・避難所班・避難行動要支援者対策班・保健救護班・輸送班）

②神戸地区自主防災組織（自治会・自主防災会・神戸消防分団）

③協力:自衛隊鳥取地方協力本部(リエゾン)、鳥取警察署(避難車列の先導)、鳥取県隊友会(避難所地区のﾊﾞｽの誘導等)、

鳥取警友会(避難所の警備)、(株)ﾄﾞｺﾓCS中国鳥取支店(移動基地局車の展開)、避難地域住民(岩坪・上砂見)

５ 主要訓練事項【神戸地区自主防災組織】

① 避難情報の伝達 （手動での防災行政無線放送、自主防組織の電話連絡網・避難地区住民への連絡）

② 住民の避難誘導 （ﾏｲｸﾛﾊﾞｽ乗車地点までの誘導・点呼、消防団による誘導支援）

③ 避難所目張り体験（窓枠等の目張り→有害物質の防除）

④ 物資の運送 （備蓄米等の運送）

６ 実施要領

① 住民の避難：自家用車移動困難者のバスによる避難を実動訓練（※自家用車移動者の避難は想定とする。）

② 目張り体験：避難所（地区公民館）の窓枠等の目張りを避難住民(岩坪・上砂見)の皆さまで体験(他地区は町内会単位で実施)

①

現地対策本部の推進

移動基地局車の急派による携帯電話回線の復旧

①手動での防災行政無線放送 ②住民避難(ﾏｲｸﾛ)/装備展示

8:30～9:00

ﾄﾞｺﾓCS計画の時間

9:00～9:30 9:30～10:30

③避難所目張り体験/防犯講話

10:30～11:00

物資の運送（輸送班）

対策本部計画の時間



区 分 2９鳥取市国民保護訓練 地域・関係機関等の行動（一覧） 備 考

訓練日時等 １0月29日（日）０９:０0～1１:０0 (神戸地区公民館、岩坪・上砂見集落) 服装:活動しやすい服装

手
動
サ
イ
レ
ン
放
送

２７日
（金）

14:00～
17:00

【岩坪・上砂見集落への事前放送】
16:00～「屋外拡声個局」の動作訓練放送（危機管理課職員が同行）

【動作訓練放送実施要領】
①16:00「岩坪 個局」 ：実施者「岩坪自主防災会員」 （指導：危機管理課職員）
②16:30「上砂見 個局」：実施者「上砂見自主防災会員」（指導：危機管理課職員）

放送原稿：２９日分
も含め、放送実施者
に確認（配布）する。
※10/10事前説明
時に配布

２９日
（日）

9:30以降

【当日の訓練放送】
①“自治会長からの放送依頼電話”の受領 → ②放送原稿に基づく手動サイレン放送

（※放送終了後→避難訓練参加住民のバス乗車位置への誘導→バスへの乗車）

当
日
の
業
務

時 間
8:00 8:30 8:50 9:00 9:30    9:45    10:00  10:15 10:30 10:50 11:00  12:00 ※細部は、『平成２９

年度鳥取市国民保護実
動訓練計画』による。

自主防災組織 会長→集落への依頼：電話

避難対象集落
【１号車】岩坪 行
【２号車】上砂見 行

神戸消防分団 添乗員２名、誘導員２名

市対策本部
【市対策本部】

本庁舎4F 危機管理課
市輸送班

陸自リエゾン
【派 遣 先】市対策本部
【派遣部隊】鳥取地本

現地対策本部
【現地対策本部】

神戸地区公民館

鳥取警察署 【先導】公民館～岩坪 間

鳥取県隊友会 【誘導】公民館駐車場周辺

鳥取県警友会 【立哨位置】公民館入口

ﾄﾞｺﾓCS中国 【展開地】公民館駐車場

警察/ﾄﾞｺﾓ 移動電話通報

手動ｻｲﾚﾝ放送
講評

ﾏｲｸﾛ住民輸送→帰庁

会場撤収・積載→帰庁

ﾏｲｸﾛ移動

ﾏｲｸﾛ移動
避難者輸送/目張り確認

現地対策会議

現地対策本部(隊・警友会)移動

市対策本部活動（連絡調整・避難状況の確認等）

車列誘導（公民館周辺）

講評参加

講評参加

移動

ﾏｲｸﾛ移動

避難者移動
装備展示説明

防犯講話

物資運送→神戸地区公民館

現地対策本部推進指示
警察/ﾄﾞｺﾓへ支援依頼 物資運送指示

Jｱﾗｰﾄ①報

避難実施要領骨子の伝達

市対策本部への派遣（研修）

講評参加

講評参加

防犯講話

装備展示説明

ﾏｲｸﾛ住民輸送→帰庁

移動（帰庁）

ﾏｲｸﾛ住民輸送→帰庁ﾏｲｸﾛ住民輸送準備

避難所警備

移動基地局車等展開→通信確保支援

移動 移動

物資受領・積載

現地対策会議
避難実施要領伝達

ﾏｲｸﾛ移動
避難者輸送/目張り確認

現地対策会議 ﾏｲｸﾛ移動先導 避難者輸送先導

ﾏｲｸﾛ移動

防犯講話受講

ﾏｲｸﾛ住民輸送→帰庁

講評参加 移動（帰社）

支援依頼受け

支援依頼受け 移動 機材等撤収

放送覚知 ﾊﾞｽ乗車位置
への移動

ﾊﾞｽ移動→
目張り確認

装備展示研修
防犯講話受講

講評参加 ﾏｲｸﾛ移動→ﾊﾞｽ
乗車位置～帰宅

会議参加（館長,自治会長）館長通報 会長→集落に依頼→放送→ﾊﾞｽ乗車位置へ誘導

会議参加（分団長）→添乗員依頼 乗車位置での誘導→乗車

集合

②





那 覇

西海衛星発射場

（参考１）北朝鮮ミサイル対応 （イメージ）

イメージ図

自衛隊の展開要領

発射されたミサイルの探知
（状況により）ミサイルの破壊
発射されたミサイルの探知

（状況により）ミサイルの破壊

輸送艦による
PAC-3部隊の輸送

5

大気圏

弾道ミサイル
イージス艦 PAC-3ミサイル

②

SM-3迎撃
ミサイル

①

弾道ミサイル迎撃要領

① 弾道ミサイルを海上部隊が宇宙空間で迎撃

② 迎撃未完飛翔体を地上部隊が迎撃(PAC-3)う

【落下物対応】
① 落下物には人体に有害な推進燃料が付着

・ｱﾝﾓﾆｱ臭,空気に触れると黄色みを帯び,無色の
蒸気を発生,大量時は爆発の危険あり
・眼,皮膚,粘膜,神経を侵す,吸入時は肺水腫に！
→防護服の着用が必要

② 落下物には近寄らない（風下は厳禁）→立入禁
止処置→防護服装備の消防・自衛隊による除染う

５～７分 ５～７分

③



※ 住民まで緊急に情報を伝達する必要がある場合には、該当する地域に自動的に情報伝達されるが、
その他の場合は県・市町村庁舎までの情報伝達に止まる。

緊急に情報伝達する必要がある場合その他の場合

④



（参考３） Ｈ２９．３月のミサイル事案

約1,000Kmの排他
的経済水域内に

４発着弾
(本土まで約300Km)

⑤



《国民保護措置における市の役割》 （【凡例】「法」：武力攻撃事態等における国民の保護のための措置に関する法律） 

 
 

国会承認 政府による対処基本方針の閣議決定 武力攻撃事態等

〈国〉 
〈武力攻撃事態等対策本部〉 

【住民の避難】法 44-73 

○警報の発令 
○避難措置の指示 
・要避難地域 

・避難先地域   等 

 
 
 
【避難住民の救援】法 74-96 
○救援の指示 
 
 

 

○安否情報の収集 
 
 
【武力攻撃災害への対処】 

法 97-128

○武力攻撃災害対処の指示 
・消防庁からの消防に関する指示等

〈鳥取県〉 〈鳥取市〉 
〈国民保護対策本部〉 
【住民の避難】法 44-73 
○警報の市町への通知 
○避難の指示 
・避難経路 

・交通手段等 

 
 
 
【避難住民の救援】法 74-96 
○救援の実施 
・食品、生活必需品の給与 

・収容施設の供与 

・医療の提供   等 
○安否情報の収集 
・安否情報の整理、国への報告 

 
【武力攻撃災害への対処】 

法 97-128 

○武力攻撃災害の防除 
・緊急通報の発令 

・退避の指示、警戒区域の設定 

〈国民保護対策本部〉 
【住民の避難】法 44-73 
○警報の伝達(ｻｲﾚﾝ等) 
○避難の指示の伝達 
○避難住民の誘導 
・「避難実施要領」の策定 

・消防等を指揮 

・警察、自衛隊等への誘導の要請 

 

【避難住民の救援】法 74-96 
○救援の補助 
 
 
 
○安否情報の収集 
・安否情報の収集整理、県への報告 

 
【武力攻撃災害への対処】 

法 97-128

○武力攻撃災害の防除 
・消防活動（消火・救助) 

・退避の指示、警戒区域の設定 

⑥

（参考４）



ﾐｻｲﾙ落下時対応“屋内避難”の要領について

重要！ ★ マスクをする！ ★ 目張りをする！

⑦



記 入 例

① 氏 名 神 戸 太 郎

② フリガナ カンド タロウ

③ 出生の年月日 Ｓ３０年１１月２３日

④ 男女の別 男 ・ 女

⑤ 住所（郵便番号を含む。） 〒６８０－１１５４
鳥取市上砂見○○

⑥ 国 籍 日 本・その他（ ）

⑦ その他個人を識別するための情報

⑧ 負傷（疾病）の該当 負 傷 ・ 非該当

⑨ 負傷又は疾病の状況

⑩ 現在の居所 〒６８０－１１５４
鳥取市下砂見７５２－１神戸地区公民館

⑪ 連絡先その他必要事項

⑫ 親族・同居者からの照会があれば、①～⑪を回答する予
定ですが、回答を希望しない場合は、○で囲んで下さい。

回答を希望しない

⑬ 知人からの照会があれば①⑦⑧を回答する予定ですが、
回答を希望しない場合は、○で囲んで下さい。

回答を希望しない。

⑭ ①～⑪を親族・同居者・知人以外の者からの照会に対す
る回答又は公表することについて、同意するかどうか○で
囲んで下さい。

同意する

同意しない

備 考

様式第１号（第１条関係）

安否情報収集様式（避難住民・負傷住民）

記入日時（２９年１０月２９日 ○ 時○○分）

国民保護時の『安否情報収集票』
⑧



関係機関による警戒区域の設定要領
⑨

風向

約２Km

約
２

K
m

ホットゾーン

ウォーム
ゾーン

コールドゾーン

除
染
所

救
護
所

指
揮
所

❶落下場所の特定：県は、国へ具体的な落下場所を確認するほか警察・消防への住民からの通報等の情報を確認→落下場所の特定・市町村へ通報
→警戒区域の設定

❷警戒区域の設定：県は、①原因物質の特定までは、目安として半径２Kmを警戒区域に設定→市町村を通じて区域内住民等へ周知
②原因物質の特定以降は、風力・風向を考慮し関係機関等により原因物質に対応する警戒区域を再設定→市町村に通知

❸市町村実施事項：市町村は、関係機関等の助言により、警戒区域の外縁部で原因物質の影響を受ける可能性のある地域を“危険区域”に設定→そ
の区域内住民の『避難実施要領』の策定・伝達→“危険区域内住民”の避難誘導の実施

【警戒区域】：ホットゾーン＋ウォームゾーン→特殊装具（防護服）の着用が必要
・警戒区域内の住民は、①屋内避難 ②屋外にいた者は関係機関による除染 が必要
・市町村は、区域内の住民に『屋内避難の呼びかけ』を実施

【コールドゾーン】：警戒区域の外縁部で防護服着用の必要がない区域→自治体の活動が可能
・市町村は、区域内の住民に『屋内避難の呼びかけ』を実施

【危険区域】：警戒区域の外縁部で風力・風向の変化などにより原因物質の影響を受ける可能性のある地域
・市町村は、①関係機関の助言による危険区域の設定 ②避難実施要領の策定・伝達 ③避難誘導 を実施
※関係機関の適時・適切な助言を受けるため、市職員をｺｰﾙﾄﾞｿﾞｰﾝ内の『指揮所』に派遣する必要があります！

病院への搬送

救助活動

救助活動

指揮所活動

救急搬送

応急処置活動 除染活動

市職員を派遣





岩坪

△
山

上砂見

神戸地区公民館

半径4Km

ミサイル落下地点：△山
要避難地域：半径4Km圏内

安蔵

河内

小原

槙原

ガス・放射線の影響距離

矢橋

双六原

妙徳寺

神戸小学校

明治地区公民館

明治小学校

(旧)湖南中学校

神戸消防分団

明治消防分団

大郷・吉岡分団

N

鹿野総合支所

瑞穂小学校

鹿野消防地区団

避難実施要領（方針）
１ 警報の内容

本日８:00頃、某国西岸より１発の弾道ﾐｻｲﾙが発
射され、ﾐｻｲﾙの一部が鳥取市 △山に落下した模
様。８:30現在、警察による周辺地域の交通規制、
関係機関による調査準備実施中。落下物に有毒物質
付着の可能性があり、影響を及ぼす半径4Km圏内の
市民を安全な場所へ避難させる。

２ 避難の指示
(１)神戸地区【訓練実施】

岩坪・上砂見集落住民を神戸小学校地区へ避難
させる。移動は、私有車移動を基本とし、困難者

は市準備のﾊﾞｽで移動(神戸地区公民館)させる。
(２)明治地区【設想】

安蔵・河内・小原・槙原集落住民を明治小学校
地区へ避難させる。私有車移動を基本とし、困難
者は市準備のﾊﾞｽで移動させる。

(３)湖南地区【設想】
矢橋・双六原集落住民を(旧)湖南中学校地区へ

避難させる。私有車移動を基本とし、困難者は市
準備のﾊﾞｽで移動させる。

(４)鹿野地区【設想】
鹿野小学校区の住民を瑞穂小学校地区へ避難さ

せる。私有車移動を基本とし、困難者は市準備の
ﾊﾞｽで移動させる。

３ 市の体制
(１)市対策本部：本庁舎4F第２会議室
(２)神戸地区【訓練実施】

・現地対策本部：神戸地区公民館
統括班×２、情報班×２

・避難所：神戸小学校体育館(駐車場:ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ)
避難所班×２、要支援者班×１、救護班×２

(３)明治地区【設想】
・現地対策本部：明治地区公民館

統括班×２、情報班×２
・避難所：明治小学校体育館(駐車場:ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ)

避難所班×２、要支援者班×１、救護班×２
(４)湖南地区【設想】

・現地対策本部：(旧)湖南中学校体育館内
統括班×２、情報班×２、衛星電話

・避難所：(旧)湖南中学校体育館(駐車場:ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ)
避難所班×２、要支援者班×１、救護班×２

(５)鹿野地区【設想】
・現地対策本部：鹿野町総合支所
・避難所：瑞穂小学校(駐車場:ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ)

４ 輸 送【神戸地区のみ訓練実施】
(１)避難者輸送：各地区役務ﾊﾞｽ×２を配当
(２)救援物資輸送

・初日分：現地移動職員車両で運搬
（輸送班は駅南庁舎から本庁舎へ初日分を輸送)
・２日目以降：輸送班による避難所直送（別示）

⑩

風向：南東
風力：３ｍ

【〈想定〉Ｊアラート放送内容】
①『ﾐｻｲﾙ発射情報、ﾐｻｲﾙ発射情報、先ほど某国からﾐｻｲﾙが発射された模様です。続報が入り次第お知らせします。』
②『直ちに避難、直ちに避難、屋内に避難してください。ﾐｻｲﾙの一部が落下する可能性があります。屋内に避難して

ください。』
③『ﾐｻｲﾙ落下情報、ﾐｻｲﾙ落下情報、ﾐｻｲﾙの一部が鳥取地方に落下した可能性があります。不審なものを発見した場合

には、決して近寄らず、直ちに警察や消防などに連絡してください。』

訓 練 想 定 （ミサイル事案）



ミサイルが落下して中継局等に支障が発生した場合の対応
⑪

影響（問題点） 主要訓練項目（対 策）

◆ラジオ・ＴＶや防災行政無線
の中継局施設が破壊された場
合は、ラジオ・ＴＶ・Ｊア
ラートからの情報を得ること
ができない。（※携帯電話の
エリアメールの受信は可能）

●危険地域住民への屋内避難の伝達
●固定電話使用可能時は、住民による「手動サイレン放送」による屋内避難の

呼びかけを依頼
●固定電話不通時は、職員を急派(放送)

●危険地域近傍への現地対策本部の急派→住民代表者等への情報提供
●危険地域住民の一時避難所への避難誘導

◆携帯電話基地局施設が破壊さ
れた場合は、基地局エリア内
の携帯電話通信ができない。

●市対策本部と現地対策本部との通信の確保（衛星携帯電話の活用）
●現地対策本部員の衛星携帯の携行（対策支部への衛星携帯の搬送）

●危険地域近傍での関係機関等相互及び住民の通信確保のための携帯電話
通信の復旧（多機能移動基地局車の支援）

●危機管理課から㈱ﾄﾞｺﾓCS中国鳥取支店への基地局車支援の依頼
（①ｴﾘｱｶﾊﾞｰ対象地域 ②基地局車展開可能地域 ③基地局車との連絡手段の連絡）

【最悪のシナリオ】“ラジオ・ＴＶや防災行政無線の中継局に支障が発生した”場合は、ラジオ・ＴＶ・Ｊア
ラートは作動しない場合があり、その場合は、携帯電話のエリアメールでミサイル落下地点などの情報を知る
こととなる。また、落下地点などを現地住民に伝達したくても防災行政無線は通じない、携帯電話基地
局が破壊された場合は携帯電話も通じない（※固定電話は使える可能性あり）。よって、❶「手動サイレン
放送」による対象住民への屋内避難の呼びかけ ❷危険地域近傍での通信確保（【衛星携帯】市対策本部
⇔現地対策本部【携帯電話】現地対策本部と関係機関相互・住民） ❸ 「手動サイレン放送」による『避難実施
要領』の対象住民への伝達の処置が必要となり、これら最悪のことを想定し訓練しておくことが重要！



対策本部長

市長（想定）

現地対策本部長

危機管理課(補佐)

対策本部事務局

長:防災調整監(統括部長)

統括班３名,消防部１名

①避難の全般統制
②現地視察(調整監等)

現地対策本部（公民館）

危機管理課３名

①関係機関との避難車
列運 行統制

②住民との避難車列運
行統制

③避難所への物資の運
送調整

④避難所警備の調整

市移動系防災行政無線
機×２
市電気メガホン×１

現地調整所（公民館）

長:現地対策本部長

現地対策本部
鳥取警察署員
地区公民館長
自治会・自主防災会長
神戸消防分団長
鳥取県隊友会ﾘｰﾀﾞｰ
鳥取県警友会ﾘｰﾀﾞｰ
ﾄﾞｺﾓCS鳥取支店ﾘｰﾀﾞｰ

消防団移動系防災行政
無線機×１

避難所班（公民館）

危機管理課１名

支援：公民館職員×１

①避難所の開設・受付
②備蓄米の交付
③避難者の安否確認
④体調不良者発生時

の救急通報

目張り用養生ﾃｰﾌﾟ×5
マスク×300
下足入れポリ袋×100
安否情報収集票ｻﾝﾌﾟﾙ
公民館の机・椅子・ﾏｯﾄ
公民館の視聴覚機材
（防犯講話用）

車列先導班

鳥取警察署

避難用マイクロバス
車列の先導

鳥取警察署員４名
パトカー等×２

市移動系防災行政
無線機×１

車列誘導班①

神戸消防分団

①バス乗車位置周
辺のバスの誘導

②乗車住民の掌握

神戸消防分団２名
(岩坪バス回し場１
名、上砂見分団格
納庫横広場１名)

避難対象住民

岩坪・上砂見集落

①手動サイレン放送
による避難開始の
呼びかけ

②マイクロバスによ
る移動

③避難所での目張り
体験（研修）

④備蓄米の受領

訓練参加住民：別示

市輸送班

危機管理課１名

避難所への物資運送

市車両×１(備蓄米 50)

車列誘導班②

鳥取県隊友会

避難所周辺地域の
車列の誘導

隊友会員５名

訓 練 参 加 編 成

避難住民輸送班

運送支援協定業者
神戸消防分団

避難住民の輸送
バスの誘導(添乗員)

マイクロバス×２
運転手２名

添乗員２名（消防団）
市移動系防災行政
無線機×２

通信確保支援班

ﾄﾞｺﾓCS中国鳥取支店

通信確保,避難所支援

移動基地局車等×２
対応ﾁｰﾑ４名

避難所警備班

鳥取県警友会

避難所出入口の警備

警友会員９名
市電気メガホン×１

★避難対象外住民

避難対象外集落

各集落集会所等で
の目張り体験

参加者：各集落計画

⑫

1

1
5

4

9

3 4 2 岩坪×11 上砂見×82

5

3

4

参加人員 計

市職員×１０名

６３名

公民館職員×２名

消防団員×６名

関係機関等×２５名

避難住民×２０名

自衛隊リエゾン

鳥取地方協力本部

1



【神戸地区公民館】 現地対策本部・避難所 外部配置図

関係機関駐車場

〈ﾄﾞｺﾓCS中国鳥取支店〉

移動基地局車等

〈陸自第８普通科連隊〉

検知・除染資器材

予備駐車場
エリア

ﾏｲｸﾛﾊﾞｽ
発着場

《神戸（かんど）地区公民館》
住所：鳥取市下砂見７５２－１

⑬



【神戸地区公民館】 現地対策本部・避難所 内部配置図

現地対策本部

トイレ・調理室等

避難所関係機関準備室

物
資

交
付

所

畳
ﾏ

ｯ
ﾄ

受付

出入口（玄関ｽﾛｰﾌﾟ）

ｽｸﾘｰﾝ・
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ

関係機関等の駐車場

マ
イ

ク
ロ

バ
ス

発
着

場

⑭





《現地対策本部》
(神戸地区公民館)
本部長:課長補佐

《市対策本部》
●現地対策本部の急派
●関係機関との調整

Ｊｱﾗｰﾄ反応
せず→神戸

住民から通報

《関係機関との調整》

車列運行統制Ａ

《車列の先導》
鳥取警察署

《避難所の警備》
警友会

《避難所運営》
避難所班

協力:公民館

Ｊｱﾗｰﾄ
発射情報

（屋内避難）

《バス発着場支援》
(公民館地域の誘導)

隊友会

《バスの誘導支援》
(バス乗車地域の誘導)

消防分団

《公民館会議室》
●避難住民の受入
●窓の目張り処置
●物資の受領・配布

《住民との連絡》

車列運行統制Ｂ

《バス添乗員》
(バスの誘導)

消防分団

市対策本部設置・避難実施要領の概定

報告 報告

確認

報告

確認・報告

連絡

指示・確認

指示

指示・確認

通信状況の確認
NTT回線OK

指示・報告

指示・報告

【避難地区自主防災会】
●避難住民の避難誘導
●バス乗車位置での点呼

《バ
ス
乗
車
ま
で
の
避
難
統
制
》

【神
戸
地
区
自
治
会
長
】

《応援要請》
ﾄﾞｺﾓCS中国への

携帯通信復旧依頼

添乗員への報告

⑮

《神戸地区公民館地域》
移動基地局車による
携帯電話回線の復旧

→装備展示

【避難地区自主防災会】
●手動サイレン放送による

避難開始の呼びかけ

“現地対策本部設置”における訓練シナリオ

8:00 8:30

移動系防災無線

9:00

※《装備展示》
(公民館地域)
陸自８普連

●検知・除染機材

ﾄﾞｺﾓCS中国
●検知・除染機材

《物資輸送》
輸送班

●プッシュ方式
による輸送

【避難住民】
●マスクの装着
●避難所での目張り

体験（研修）
●救援物資の受取り



本ｼﾅﾘｵでの自主防災組織・関係機関等の役割
⑯

区 分 役 割（時系列順）

自
主
防
災
組
織
等

地区公民館

①8:30「裏山の方で大きな音がした」との複数の住民情報あり→危機管理課に状況確認
②危機管理課から「現地対策本部要員を派遣するので自主防災組織(自治会・自主防災会・消防分団)の各代表者を地

区公民館に集めてください」との依頼受け→9:00自治会長・自主防災会会長・消防分団長集合完了
③9:00現地対策本部到着→現地対策本部会議場所の提供→現地対策本部会議への参加

自治会長
③9:00地区公民館到着・現地対策本部会議への参加→④現地対策本部長から「岩坪・上砂見のマイカー移動困難者

を10:00に各地区バス乗車位置に集合させてください」との依頼受け→⑤岩坪・上砂見の自主防災会に手動サイ
レン放送を依頼→10:00以降の住民避難状況の確認(自主防災会等との連絡)

消防分団
③9:00地区公民館到着・現地対策本部会議への参加→④現地対策本部長から「各バスへの添乗員の配置と岩坪・上

砂見の各地区バス乗車位置でのバスの誘導・避難住民の乗車案内をお願いします」との依頼受け→添乗員２名と
バス乗車位置配置要員を指名し連絡→各バスとバス乗車位置への分団員の配置

自主防災会
③9:00地区公民館到着・現地対策本部会議への参加→⑤自治会長から依頼受け→岩坪・上砂見の各屋外拡声個局

から『避難訓練参加者は バス回し場/消防分団格納庫横広場 に10:00までにお集まりください』の手動サイレ
ン放送を２回実施→避難住民のバス乗車位置への誘導と点呼の実施→バス移動

関
係
機
関
等

鳥取警察署

②8:30危機管理課から「△山に飛翔体落下の模様、危険地域周辺住民の避難を行うための現地対策本部を神戸地
区公民館に開設するので避難車列の先導要員を派遣してください」との依頼受け→避難車列先導要員の現地対策
本部への派遣→③9:00現地対策本部へ到着→現地対策本部会議への参加

④現地対策本部長から「9:45住民避難車列(ﾏｲｸﾛ２台)を先導し公民館～上砂見～岩坪への前進をお願いします」と
の依頼受け→細部の輸送要領を確認→9:45前進開始～9:50上砂見着～10:00岩坪着→岩坪ﾏｲｸﾛを先導→公民館

ﾄﾞｺﾓCS中国
鳥取支店

②8:30危機管理課から「△山に飛翔体落下、市は現地対策本部を神戸地区公民館に開設し危険地域周辺住民の避
難を行うが、現在神戸地区では携帯電話が不通で関係機関相互の連絡に支障をきたしているので、この地域の携
帯電話回線の復旧をお願いします」との依頼受け→9:00神戸地区公民館到着・復旧活動開始→9:45復旧

鳥取県隊友会
②8:30危機管理課から「△山に飛翔体落下の模様、危険地域周辺住民の避難のご支援をお願いします、つきまし

ては現地対策本部の神戸地区公民館に支援要員を派遣してください」との依頼受け→支援要員の現地対策本部へ
の派遣(実行動:8:30市本庁舎玄関前集合→ﾏｲｸﾛで公民館へ移動)→③9:00現地対策本部会議への参加

④現地対策本部長から任務受領（隊友会:避難所地区のバスの誘導、警友会:避難所の警備）→9:45任務開始鳥取県警友会

“ミサイル対応時”の住民避難は、『Ｊアラートによる発射情報』後、直ちに行動開始しなければならず、市町村は、全ての関係機関等の
体制完了を待つことなく、各関係機関等の行う措置と並行して『危険区域からの住民避難』を実施する必要がある。

特に、市町村で落下を確認し、直ちに『危険区域からの住民避難』を行うためには、最小限、❶避難対象地域の自主防災組織（自治会・自主防
災会・消防団等） ❷避難対象地域所轄の警察署（避難誘導） ❸携帯電話事業者（現地対策本部と関係機関相互・住民との通信の確保など固定電
話のみでは活動に支障をきたすので…） の協力 をいただき、迅速に対応しなければならない。



【避難実施要領】 神戸地区
⑰

【警報の内容】１０月２９日(日)8:00のＪｱﾗｰﾄの発射情報を確認後、第２報が入らず、8:30までに「△山で大きな音がした」との複数
の住民情報や関係機関からも情報提供があり、「△山に何らかの飛翔体が落下した」おそれがあるため、影響を及ぼす可能
性のある半径４Km圏内の市民の安全な場所への避難が必要

【避難の指示】岩坪・上砂見集落住民を神戸小学校地区へ避難させる。移動は、私有車移動を基本とし、困難者は市準備のﾊﾞｽで移動(神戸地
区公民館)させる。

【避難の要領】マイカー移動者 ：自宅～神戸小学校グラウンド（駐車場）～神戸小学校体育館（避難所）
ﾏｲｶｰ移動困難者：下記のとおり、マイクロバスでの移動（自宅～各集落に設置のバス乗車位置～神戸地区公民館(避難所）

【ﾏｲｶｰ移動困難者の避難】（ﾏｲｸﾛﾊﾞｽによる移動）

神
戸
地
区
公
民
館
（避
難
所
）

消
防
分
団
横
広
場

岩
坪
バ
ス
回
し
場

上砂見
集落

岩坪
集落

〈県道３２号〉郡家鹿野気高線 Ｐ ① ②

５分

※ﾏｲｸﾛ２号車は
分岐、避難者乗
車後地区公民館

へ単独移動

１５分

※ﾏｲｸﾛ１号車は
避難者乗車後、地
区公民館へﾊﾟﾄｶｰ
先導による移動

徒歩移動

徒歩移動

９：４５出発

１０：００乗車

１０：００乗車

『…１０時までに
消防分団格納庫
横広場にお集ま

りください…』

９：３０放送

『…１０時まで
にバス回し場
にお集まりくだ

さい…』

９：３０放送

訓練参加者：約１０名

訓練参加者：約１０名


